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俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

【
短

歌
】

　
　

岡
崎　

桜
雲　

選

『かみんぐBABY木のギフト』が始まります。
　香美市に産まれたあかちゃんを対象に、木のおもちゃをプレゼントする事業が始まります。これ
は、新しい命を家族に迎えるという大切なときに、乳幼児とそのご家族に香美市産材を使用した木
製品をプレゼントすることで、木の良さを五感で感じてもらう機会を設け『木とふれあい、木に学
び、木でつながる』という取り組みを通して、将来の木づかい運動へとつながることを目的として、
市が森林環境譲与税を活用して実施する事業です。
　この事業は、平成３０年度に楠目小学校の５年生からの提案を受けて、
香美市未来の森づくり委員会で検討のうえ企画しました。
　まずは、新生児訪問の際に、お誕生記念品をお渡しいたします。木のお
もちゃを実際に触ってみて木の温かさや香りを感じてください。さらにお
申込みをいただくと木のギフト(上限１万円)をプレゼントします。詳しく
は、お誕生記念品と一緒にお渡しする案内パンフレットをご覧ください。
【対象者】令和２年４月２日以降に香美市に産まれたあかちゃん
【申込期限】満１歳のお誕生日まで
【お問い合わせ先】農林課林政班　☎５２・９２８３

◆
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

　

本
館
で
は
、
毎
週
水
曜
日

を
『
図
書
ボ
ラ
』
の
日
と
し
、

ラ
ベ
ル
貼
り
替
え
作
業
の
お

手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

新
図
書
館
開
館
に
向
け
て
、

現
在
の
図
書
館
に
あ
る
資
料

の
う
ち
約
４
万
冊
の
資
料
の

ラ
ベ
ル
を
貼
り
替
え
ま
す
。

新
図
書
館
で
は
蔵
書
冊
数
も

増
え
る
た
め
、
資
料
の
正
確

な
管
理
を
目
的
と
し
、
新
ラ

ベ
ル
へ
の
変
更
を
順
次
行
い

ま
す
。

コ
ツ
コ
ツ
と
し
た
作
業
の
好

き
な
方
、
ご
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

※

参
加
者
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

し
ま
す
（
保
険
料
は

市
負
担
）

【
作
業
日
時
】
毎

週
水
曜
日

10
時

～
12
時
、
14
時
～

17
時
の
間
で
お
構

い
な
い
時
間
（
１

～
２
時
間
程
度
）

【
作
業
内
容
】

背
ラ
ベ
ル
の
貼
り
替
え

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
館　

☎
53
・
０
３
０
１

◆
『
子
ど
も
司
書
』
養
成
講
座

今
年
度
は
お
休
み
し
ま
す

　

昨
年
ま
で
多
く
の
ご
参
加

を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

『
子
ど
も
司
書
』
養
成
講
座

に
つ
い
て
、
今
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
お
休
み
を
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
館　

☎
53
・
０
３
０
１

市
立
図
書
館

Ｐｉｃｋ  Ｕｐ
誰にも相談できま

せん
みんなのなやみぼくの
こたえ

高橋源一郎　著

恋愛や結婚、仕事や家

族、人生のままならぬ

悩みに高橋源一郎が向

き合います。『毎日新

聞』連載の人生相談を

単行本化！

地獄の楽しみ方

京極夏彦　著

言葉の罠にはまらな

いために。地獄を楽

しむために。言葉の

達人、京極夏彦が

『語彙と思考』の関

係をレクチャーしま

す。『17歳の特別

教室』シリーズ第5

弾。

わな

ご　い

の
好

読書リレー

私
のおス

スメ

香美市『子ども司書』
門脇百南さんのオススメ

星の王子さま
The Little Prince
サン=テグジュペリ　著　
「The things that are most import-
ant cannot be seen with our eyes.」
この本はやさしい英語で書かれ、
楽しみながら英語の力をステッ
プアップできるようになってい
ます。冒頭に書いた英文は、こ
のお話の中で私のいちばん好き
な言葉です。出会いと別れの物
語、自分流に訳しながら読み進
めていくのも味わい深いものが
あります。
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